
園目
平成 30年度春期

データベーススペシャリスト試験

午後 l 問題

12:30~14:00 (1時間 30分）
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注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1～問 3

2問選択

問題番号

選択方法

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又は HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に受験番号を， 生年月日欄に受験票の生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。生年月日欄につい

ては，受験票の生年月日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入してくださ

し‘。

(3) 選択した問題については，次の例に従って， 選択欄の問題番号を0印で囲んで

ください。 0印がない場合は，採点されま

せん。 3問とも0印で囲んだ場合は，はじ 〔問 1' 問3を選択した場合の例）

めの 2問について採点します。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内

に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっきリと書いてく

ださい。読みにくい場合は，減点の対象に

なリます。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問題文中で共通に使用される表記ルール

概念データモデル，関係スキーマ，関係データベースのテープル（表） 構造の表記ルール

を次に示す。各問題文中に注記がない限りこの表記ルールが適用されているものとする。

1.概念データモデルの表記ルール

(1) エンテイテイタイプとリレーションシップの表記ルールを，図 1に示す。

① エンテイテイタイプは，長方形で表し，長方形の中にエンテイテイタイプ名を記

入する。

② リレーションシップは，エンティテイタイプ間に引かれた線で表す。

“1対 1"のリレーションシップを表す線は，矢を付けない。

“1対多”のリレーションシップを表す線は，“多’'側の端に矢を付ける。

“多対多”のリレーションシップを表す線は，両端に矢を付ける。

1対1 Iエンテイテイ 1 エンテイティ

タイプ名 タイプ名

1対多 IエンテイティI
タイプ名

|エンテイティ
う タイプ名

多対多 Iエン テイ ロ
タイプ名 < 

Iエンテイティ
） タイプ名

図 1 エンティテイタイプとリレーションシップの表記ルール

(2) リレーションシップを表す線で結ばれたエンテイテイタイプ間において，対応関係

にゼロを含むか否かを区別して表現する場合の表記ルールを，図 2に示す。

① 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンテイ テイ タイプ

に対応するインスタンスが存在しないことがある場合は， リレーションシップを表

す線の対応先側に “O"を付ける。

② 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンティテイタイプ

に対応するインスタンスが必ず存在する場合は， リレーションシッ プを表す線の対

応先側に‘‘●”を付ける。
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“A” から見た “B” も， ‘‘B” から見た “A"も， 1エンテイティ
インスタンスが存在しないことがある場合 タイプ “A"

“C” から見た “D'’ も， ‘‘D'’ から見た “C"も. Iエンテイティ
インスタンスが必ず存在する場合 タイプ “C"

エンテイティ
タイプ “B"

エンテイティ
タイプ “D"

"E"から見た “F’'は必ずインスタンスが存在す エンテイティ エンテイティ

るが， ‘‘F” から見た “E” はインスタンスが存在 1タイプ “E" ドうー一一＇E|タイプ ‘‘F"
しないことがある場合

図 2 対応関係にゼロを含むか否かを区別して表現する場合の表記ルール

(3) スーパタイプとサプタイプの間のリレーションシップの表記ルールを，図 3に示す。

① サプタイプの切り口の単位に“△”を記入し，スーパタイプから“△”に 1本の

線を引く。

② 一つのスーパタイプにサプタイプの切リ ロが複数ある場合は，切 りロの単位ごと

に“△”を記入し，スーパタイプからそれぞれの“△”に別の線を引く。

③ 切り口を表す“△”から，その切り口で分類されるサプタイプのそれぞれに線を

引く。

スーパタイプ
“A” 

サブタイ プ サプタイプ サプタイプ サプタイプ

"B" “C” “D” "E" 

スーパタイプ “A"に二つの切リロがあリ，それぞれの切リロにサプタイプ ‘‘B"と

“C” 及び “D"と ‘‘E"がある例

図 3 スーパタイプとサプタイプの間の リレーションシップの表記ルール

(4) エンテイテイタイプの属性の表記ルールを，図 4に示す。

① エンテイテイタイプの長方形内を上下 2段に分割し，上段にエンティテイタイプ

名，下段に属性名の並びを記入する。 1)

② 主キーを表す場合は， 主キーを構成する属性名又は属性名の組に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし，主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，
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破線の下線を付けない。

エンテイテイタイプ名

属性名 1，愚性名．2，...

．．．， 属性名 n

1
I
 

図 4 エンティテイタイプの属性の表記ルール

2.関係スキーマの表記ルール及び関係データベースのテープル （表）構造の表記ルール

(1)関係スキーマの表記ルールを，図 5に示す。

関係名（属性名1，属性名 2，属性．名．.3,…，属性名 n)

図 5 関係スキーマの表記ルール

① 関係を，関係名とその右側の括弧でくくった属性名の並びで表す。 1) これを関係

スキーマと呼ぶ。

② 主キーを表す場合は，主キーを構成する属性名又は属性名の組に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし，主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，

破線の下線を付けない。

(2) 関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルールを，図 6に示す。

テープル名（孤3a..l,烈五ユ，烈名．J,・・・,列名 n)

図 6 関係データベースのテープル（表）構造の表記ルール

関係データベースのテープル（表）構造の表記ルールは， （1)の① ～ ③で “関係

名＂を“テープル名”に， “属性名＂を“列名” に置き換えたものである。

注 1) 属性名と属性名の間は “,"で区切る。
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問 1 データベース設計に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

コピー機メーカの系列販売会社の X社では，販売管理システムのデータベース設

計を行っている。

〔業務の概要）

1．地域

日本全国を幾つかの地域に分割し，地域コードで識別する。

2.顧客

(1) 顧客（見込み客を含む）は，顧客コードで識別し，名称，住所，電話番号を

登録する。

(2) 設置事業所（コピー機を設置する顧客の事業所）は，顧客コードと設置事業

所コードで識別し，名称，住所，その住所を基にした地域コードを登録する。

3.組織

(1) 組織は，組織コードで識別する。

(2) 組織には，コピー機を販売する営業所と，コピー機の設置と保守を行うサー

ビスセンタ（以下，SCという）があり，組織区分で分類する。

(3) 顧客ごとに，担当営業所を決めている。担当営業所は，組織変更によって変

更する場合がある。

(4) 地域ごとに，担当 SCを決めている。

4.営業担当者

(1) 営業担当者は， X社の社員であリ，社員番号で識別する。

(2) 営業担当者は，いずれか一つの営業所に所属する。所属する営業所は，人事

異動によって変更する場合がある。

5.商品

(1) 商品は，商品コードで識別する。

(2) 商品には，製品と設置サービスがあリ，商品区分で分類する。製品は，コピ

ー機メーカの物流センタから出荷し， 設置サーピスは，X社の SCが提供する。

(3) 製品には，単体製品とセット製品がある。

① 単体製品かセット製品かは，単体セット製品区分で分類する。
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② 単体製品には，製品サイズを登録する。

(4) 単体製品には，本体製品（コピー機本体）とオプション製品がある。

① 本体製品かオプション製品かは，製品区分で分類する。

② 本体製品には，製品のシリーズを表すシリーズコ ードを登録する。

③ オプション製品には，給紙オプション，排紙オプションなどがあリ，オプシ

ョン区分で分類する。

(5) セット製品は， X 社が販売用に登録する。セット製品は，一つの本体製品と

一つ以上のオプション製品を組み合わせたもので，どのオプション製品で構成さ

れるかについて，セット製品構成に登録する。

(6) 設置サービスには複数種類があリ，製品ごとに，どの設置サービスを適用す

るかを決めている。設置サービスには標準設置時間を登録する。セット製品の場

合セット製品自体で決まる設置サービスを適用 し，セット製品を構成する単体

製品で決まる設置サービスは適用しない。

6.見積リ

(1) 顧客から見積依頼があると，担当営業所の営業担当者が見積リを行う。

(2) 見積リは，見積番号で識別し，案件名，顧客コード，担当営業所の組織コー

ド，営業担当者の社員番号，見積年月日，納期年月日，見積有効期限年月日，商

品コード，商品コードごとの数量，見積単価を登録する。

7.受注

(1) 成約に至ったときに，見積リと同じ単位で受注登録を行う。

(2) 受注は，受注番号で識別し，該当する見積番号，受注年月日を登録する。

(3) 受注明細は，設置の単位であり，本体製品 1台単位，又はセット製品 1セッ

ト単位に作成し，設置事業所，設置場所詳細（設置する階・部屋の位置），設置

補足（設置に関する注意事項など）を登録する。 (5)に後述する受注明細内訳番

号を登録する。

(4) 受注明細内訳には，商品コードと数量を登録する。ただし，商品がセット製

品の場合，そのセット製品自体と，セット製品を構成する製品を展開した内訳を

登録する。

① 受注明細が本体製品 1台単位の場合，単体製品である本体製品とオプショ

ン製品，及び必要な設置サービスをそれぞれ登録する。
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② 受注明細がセット製品 1セット単位の場合，次のように登録する。

・セット製品と ，セット製品に必要な設置サービスをそれぞれ登録する。

・セット製品を構成する単体製品に展開し，単体製品の商品コード，展開元受

注明細内訳番号（セット製品の商品コードを登録した受注明細内訳番号）

を登録する。

(5) 本体製品の受注明細内訳番号を受注明細に登録する。

（概念データモデルと関係スキーマの設計〕

〔業務の概要）に基づいて設計した概念データモデルを図 1に，関係スキーマを

図2に示す。

組織 I I 商品

営業所 I Iサービスセンタ

営業担当者 I I 地域

顧客

設置事業所

見積 受注
セット製品構成

見積明細

図 1 概念データモデル（未完成）
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組織（組織コード，組織名， ［ここ：~ ）
営業所（営業所組織コード＇［ここ：こ］ ）

サービスセンタ (SC組織コード 9 |□_--]) 
地域（地域コード，地域名， ［口］□□])
営業担当者（旦旦旦旦，社員氏名＇ ［ここここ］ ）

顧客（顧客コード，顧客名，願客住所，顧客電話番号 ［：こLl)

設置事業所（［こここコ ，設置事業所コード，設置事業所名，設置事業所住所 ［~ ）
商品（商品コード，商品名，商品区分，製品区分，オプション区分，単体セット製品区分，

シリーズコー ド，製品サイズ，標準設置時間，設置サービス商品コード，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......

セット製品本体製品商品コード）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

セット製品構成（ ［こここコ ）

見積（見積番号，見積年月日，見栢有効期限年月日，案件名，納期年月日， ［／：―-l＇

亡ニコ仁ニコ）
見積明細（見積番号，商品コード，数鼠，見積単価）

受注 （受注番号，受注年月日 ［~ ）
受注明細（受注番号，受注明細番号， Eごこここ］ ，懇置甕業所只．て．ド，設置場所詳細，

設置補足，杢佐製苑愛荏阻網竪訳番登）

受注明細内訳（受注番号，受注明細番号，受注明細内訳番号，廂昴ヨ．7．-t．，数菫，

展開元受注明細内訳番号）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

注記 網掛け部分は表示していない。

図 2 関係スキーマ（未完成）

〔出荷指示の追加〕

販売管理システムに，次のように出荷指示の機能を追加することにした。

(1) 受注後，営業所で次のように出荷指示ができるようにする。

① 出荷指示は，コピー機メーカの物流センタから出荷する製品を対象とする。

② 同じ設置事業所，同じタイミングで出荷できる場合は，受注明細をまとめて出

荷指示を行う。

(2) 出荷指示は，出荷指示番号で識別し，出荷指示年月日を登録する。

解答に当たっては，巻頭の表記ルールに従うこと。エンティテイタイプ間の対応関

係にゼロを含むか否かの表記は必要ない。

なお，関係スキーマの表記では，主キー及び外部キーを明記せよ。
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設問 1 図 1,2について，（1), (2)に答えよ。

(1) 図 2中の［こここコ ～［ここコ に入れる適切な属性名を答えよ。また，

主キーを構成する属性の場合は実線の下線を，外部キーを構成する属性の場合

は破線の下線を付けること。

なお，属性が組織コードの場合は，営業所組織コード， SC組織コードを区

別すること。

(2) 図 1のリレーションシップは未完成である。必要なリレーションシップを

全て記入し，図を完成させよ。

設問2 商品について，（1), (2)に答えよ。

(1) 商品をサプタイプに分割することにした。図 2に示した商品の属性につい

て，サブタイプ分割後の，どのエンテイテイタイプに固有の属性となるかを表

1にまとめた。商品名の例に倣って，太枠内に0印を付けて，表 1を完成させ

よ。ただし，各エンテイテイタイプのデータ構造は，第 3正規形を満たすよ

うにする こと。

表 1 エンティテイタイプに固有の属性（未完成）

商 商 製 多 単 シ 製
標準

設 セ
属性名 品 品 品 体 リ 品 置 ツ

名 区 区 シ セ l サ 畠 サ 卜
分 分 ヨ ツ ズ イ l 製

ン 卜 コ ズ 時 ビ 品
区 製 I 間 ス 本
分 品 ド 商 体

区 品 製
分 コ 儡I 

ド 品
エンテイティ コ

タイプ名 I 
ド

商品

゜製品

設置サービス

本体製品

オプション製品

セット製品

単体製品
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(2) 図 1中の商品とセット製品構成を対象に，商品をサプタイプに分割した概

念データモデルを図 3に示す。図 3中の太枠内にエンテイテイタイプ名を入

れ，欠落しているリレーションシップを補って図を完成させよ。

なお， リレーションシップは，スーパタイプ又はサプタイプのいずれか適

切な方との間に設定すること。

商品

製品

セット製品構成

図 3 商品をサプタイ プに分割した概念データ モデル（未完成）

設問 3 〔出荷指示の追加〕について，（1), (2）に答えよ。

(1) 〔出荷指示の追加〕に対応するために，新たな関係を一つ追加し，既存の

関係に属性を一つ追加することにした。新たに追加する関係の主キー及び外部

キーを明記した関係スキーマ，属性を追加する関係名及び追加する属性名を答

えよ。

(2) 受注明細内訳のうち，出荷指示の対象とならない場合が二つある。どのよ

うな場合か，それぞれ 15字以内で具体的に述べよ。
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問2 データベースでの制約の実装に関する次の記述を読んで，設問 l~3に答えよ。

総合商社のY社は，人事情報管理に RDBMSを用いている。

〔RDBMSの主な仕様〕

人事情報管理データベースに用いている RDBMSの主な仕様は，次のとおリであ

る。

1. 参照制約

参照制約では， 挙動モードと検査契機モードを指定できる。

(1) 挙動モード

挙動モードには，次の二つがある。

① NO ACTION:参照先のテープルの行を削除又は更新したとき，参照元のテ

ープルの行に対して何もしない。

② CASCADE :参照先のテープルの行を削除又は更新したと き，参照元のテ

ープルの行にも削除又は更新を連鎖させる。

(2) 検査契機モード

検査契機モードには，次の二つがある。

① 即時モード ：SQL実行終了ごとに，対象となる全ての行の実行結果に対し

て，制約を検査する。

② 猶予モー ド：トランザクション終了時に， トランザクション内の全ての SQL

を実行した結果に対して，制約を検査する。

2. トリガ

テー プルに対する変更操作（挿入 • 更新 ・削除）を契機に ， あらかじめ定義さ

れた処理を，操作対象の行ごとに実行する。実行タイミング（挿入•更新・削除

の前又は後），列値による実行条件を定義することができる。ただし，実行タイミ

ングを挿入 • 更新 ・ 削除の前として定義したトリガの処理の中で， テープルに対

する変更操作を行うこ とはできない。

［人事情報管理データベースのテープル〕

人事情報管理データベースの主なテープルのテーブル構造は，図 1のとおリであ
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る。索引は，主キーだけに定義されている。

部署（部署コード，部署名，管理者従業員コード）••••••••••••••••••••••••••••• 
職位（職位コード，職位名）

従業員（従業員コード，氏名，生年月日，入社年月日，退職年月日，性別，部署コード，................ 
職位コード，退職フラグ）................ 

従業員家族（従業員コード，連番，続柄，家族氏名，生年月日，扶養フラグ）

注記 年月日を示す列のデータ型は， DATE型とする。

図 1 主なテープルのテープル構造

〔人事情報管理の業務概要〕

人事情報管理担当者は，業務上のイベント発生時にテープルの更新を行うととも

に，社内の各部署からの情報提供要求に対応するために， SQLで検索した結果をレ

ポートにして提供している。業務上の主なイベントとテーブルの更新内容，及びレ

ポー ト提供の一例は次のとおリである。

1．従業員の退職

満 65歳での定年退職及び従業員の自己都合による退職が随時発生する。定年退

職の場合，退職年月日は，満 65歳の誕生日の前日である。従業員を“従業員”テ

ープルに登録するときに，退職年月日に定年退職の年月日を設定する。自己都合

による退職の場合，退職年月日は申告された日に更新する。

退職すると，“従業員＂テープルの退職フラグを，あらかじめ設定している ‘O'

（在籍）から ‘1'（退職）に更新する。この処理は，退職年月日の当日に行う。

給与計算は毎月 20日締めで行う。また，毎月 25日に，“従業員”テープル及び

“従業員家族＂テープルから，当月の 20日までに退職した従業員の行を削除する。

削除した行を別テープルに保存するために，実行タイミングを “従業員”テープ

ルの削除の後としたトリガを定義している。 トリガに定義している処理は，次の

とおリである。

・削除した“従業員”テーブルの行を別テープルに挿入する。

.“従業員家族＂テ ーブルのその従業員の家族の行について，別テープルに挿入

し，その後削除する。

毎月 25日に行を削除するための，三つの述語から成る SQLの構文は表 1のとお
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リである。

表 1 退職した従業員の行を削除する SQLの構文 （未完成）

SQL SQLの構文

DELETE FROM従業員 WHERE退職フラグ ＝l a l 
SQLl AND ((DAYELEMENT（退職年月日）＜ l b I) 

OR (MONTHELEMENT（退職年月日） ＜MONTHELEMENT (I C |))) 

注記 1 DAYELEMENT関数は，指定された DATE型の年月日の日の部分を数値として抽出する

ユーザ定義関数とする。

注記 2 MONTHELEMENT関数は，指定された DATE型の年月日の年月の部分を数値として抽

出するユーザ定義関数とする。

2. 従業員家族構成の変更

従業員ごとの事由によって，家族の増減，扶養対象者数の変更などが随時発生

する。このとき，“従業員家族”テープルヘの行挿入，主キー以外の列値の更新

（扶蓑フラグは，扶養対象者でない場合は ‘o',扶養対象者の場合は ‘l'に更

新），行削除を行う。

3.定期的な組織変更及び人事異動

毎年4月 1日及び 10月 1日に組織変更及び人事異動を実施している。

組織変更では，部署の新設，廃止が発生する。このとき，‘‘部署＂テー プルに対

する行挿入，行削除を行う。

人事異動で，従業員が所属する部署が変更になった場合，“従業員’'テープルの

部署コードの更新を行う。

4. レポー ト提供の一例

福利厚生担当者から人事情報管理担当者に対して，従業員家族向けのレク リエ

ーション企画のために，部署コード順に 2007年 1月 1日以降に生まれた扶養対象

者をもつ従業員数と扶養対象者数の一覧表が欲しいとの依頼があった。その例を

図2に示す。

人事情報管理担当者は，表 2の SQL文を用いて，図 2の一覧表を作成した。
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＊ ＊ 部署別扶壺対象者数 (2007年1月1日以降生まれ）一覧 ＊ ＊ 

部署コード 従業員数 扶養対象者数

78001 

78005 

79003 

4

2

5

 
ーー

7

4

 

図 2 福利厚生担当者から求められた一覧表の例

表 2 一覧表を作成する SOLの構文（未完成）

SQL SQLの構文

SELECT I d I, COUNT (I e l従業員家族．従業員コード） AS従業員数，

COUNT(*) AS扶蓑対象者数

FROM 従業員，従業員家族

WHERE従業員従業員コード＝従業員家族従業員コード
SQL2 AND従業員家族．扶蓑フラグ＝＇ 1'

AND従業員家族．生年月日〉＝ TO_DATE('2007-01-01') 

GROUP BY I d I 
I f 11 d I 

注記 TO_DATE関数は，指定された文字型の年月日を DATE型に変換するユーザ定義関数とす

る。

〔人事情報管理データベースで発生している問題点）

定型的な業務上のイベントはアプリケーションプログラムで実装している。しか

し，組織変更及び人事異動のイベントで，部署コ ー ドなどの更新する列の内容が変

動するものは，次のような運用を行っている。

・人事情報管理担当者が，イベント別に用意してある更新 SQL文のバッチジョブ

を利用して，業務上のイベントに対応したテープルの更新を実施する。

・人事情報管理担当者はイベン トに応じてバッチジョプヘの入カデータを作成し

ている。

現状の問題点として，入カデータの作成ミスによって，実際に存在しないコード

でテープルを更新することがあリ ，給与計算システムでトラブルが起きている。こ

の問題点を解決するために， RDBMSの参照制約機能を利用することにした。参照制

約機能の利用案を表 3に示す。
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表 3 参照制約機能の利用案

テープル名 列名 参照先＂ 実行契機 挙動モード 検査契機モー ド

部署コード 部署（部署コード）
UPDATE NO ACTION 

猶予モード

従業員
DELETE CASCADE 

職位コード
UPDATE NO ACTION 

職位（職位コード） 即時モード
DELETE CASCADE 

従業員コー 従業員（従業員コー UPDATE NO ACTION 
従業員家族

ド ド）
即時モード

DELETE CASCADE 

部署
管理者従業 従業員（従業員コー UPDATE NO ACTION 

即時モード
員コード ド） DELETE NO ACTION 

注 1) 参照先には，参照先のテープル名（参照先の列名）を示す。

〔参照制約機能の利用の検討）

参照制約機能を利用する以前には，定期的な組織変更及び人事異動に対応する処

理は， 回 3に示すように‘‘部署'’テープルの行を更新した後，“従業員”テープルの

行を更新していた。

参照制約機能を利用するに当たって，

理時間の検討を行った。

図 3中の①～⑤の更新手順の変更， 及び処

①

②

③

④

⑤

⑥

 

“部署”テープルから不要な行を削除する。

コミットする。

“部署’'テーブルに対して，新規の行を挿入する。

コミットする。

“従業員”テープルの部署コードを更新する。

コミットする。

図 3 参照制約機能を利用する以前の更新手順

設問 1

(1) 

(2) 

設問2

（人事情報管理の業務概要〕について，（1), (2)に答えよ。

表 l中のI a |~| c |に入れる適切な字句を答えよ。

表 2中のI d |~| f |に入れる適切な字句を答えよ。

表 3について，（1), (2)に答えよ。

(1) 次の(a), (b)の処理を実行した場合，正常終了と， 制約検査でエラーのどち

らになるか。答案用紙の正常終了 ・エラーのいずれかを0で囲んで示せ。工

ラー となる場合は， その理由を，40字以内で具体的に述べよ。
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(a) 新規従業員登録のために，所属未定（部署コードが NULL)の行を‘‘従

業員＂テープルに挿入する。

(b) ある部署の管理者退職に伴い，“従業員＂テープルから当該従業員を削除

する。

(2) “従業員'’テープル及び‘‘従業員家族'’テープルから退職した従業員の行

を削除して別テープルに保存するトリガについて，参照制約を利用すること

によって不具合が発生する。その対策として，“従業員”テーブルのトリガ定

義を変更した上で，新たなトリガを定義する。新たに定義する トリガについ

て，対象となるテープルのテーブル名，実行タイミング，処理内容をそれぞ

れ答えよ。

設問3 ［参照制約機能の利用の検討）に示した，参照制約機能を利用した後につい

て，（1)~(3)に答えよ。

(1) 図 3中の①～⑥のデータの削除，挿入，更新の順序を変更せずに運用した

場合，不具合が発生することがある。不具合が発生する契機を図 3中の丸数

字で答えよ。また，発生する不具合の内容を， 40字以内で述べよ。

(2) (1)の不具合の回避のために，図 3中の①，③,⑤の順序を変更する。どの

ように変更すればよいか， ①,③, ⑤の変更後の順序を答えよ。

(3) 表 3に示すとおリ，“従業員＂テープルの部署コードに参照制約が猶予モー

ドで設定されている。この状況で，“部署＂テ ーブルの部署コードを更新した

ときの振る舞いに関して，（a), (b)に答えよ。

(a) RDBMSは猶予モードの制約の検査のために， トランザクション終了時に

どのような検査を行っているか，検壺内容を 55字以内で具体的に述べよ。

(b) (a)の検査を行う際，想定よリも処理時間が長くなるおそれがある。その

理由を， 50字以内で具体的に述べよ。
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問3 物理データベースの設計及び実装に関する次の記述を読んで，設問1,2に答えよ。

A社は，都市近郊で複数の日帰リ温泉施設（以下，施設という）を運営している。

A社では， リピータを増やすために，全施設で利用できる会員カードを希望する客に

発行し，新たにシニア向けの割安な利用料金を設定することにした。また，この計

画に伴いシステムを拡張することが決まり， Fさんが物理データベースの設計及び実

装（以下，物理DB設計及び実装という）を担当することになった。

〔RDBMSの主な仕様〕

(1) テープル及び索引のストレージ上の物理的な格納場所を，表領域という。

(2) RDBMSとストレージ間の入出力単位を，ページという。同じページに異なるテ

ープルの行が格納されることはない。

(3) 索引は，ユニーク索引と非ユニーク索引に分けられる。

(4) 索引は，クラスダ性という性質によって，高クラスタな索引と低クラスタな索

引に分けられる。

• 高クラスタな索引：キー値の順番と，キーが指す行の物理的な並び順が一致し

ているか，完全に一致していなくても，隣接するキーが指す行が同じページに

格納されている割合が高い。

・低クラスタな索引 ：キー値の順番と，キーが指す行の物理的な並び順が一致し

ている割合が低く ，行へのアクセスがランダムになる。

(5) DMLのアクセスパスは， RDBMSによってテープル及び索引に関する統計情報

に基づいて索引探索又は表探索に決められる。ただし，次の場合は除く。

• WHERE句の ANDだけで結ばれた等値比較の対象列がユニーク索引のキー列に

一致している場合：統計情報にかかわらず，その索引の索引探索に決められる。

・統計情報からテーブルが空 (O行）と判断した場合 ：表探索に決められる。

(6) 主キー制約及び UNIQUE制約は，制約を定義する列の構成に一致したユニーク

索引がRDBMSによって自動的に作成される ことで一意性が保証される。

〔施設運営及び会員カー ドの概要〕

1．施設運営

-18 -



(1) 営業時間帯は， 9:00~24:00である。

(2) 各施設には，エステ，理容，食事処，売店など，一つ以上の店舗がある。

(3) 受付では，客が一人 1枚ずつ入館券を購入し，入館券ごとに腕輪付きロッカ

一鍵 （以下，鍵という ）を一つ受け取リ ，帰るときに返却する。

(4) 客は，鍵のバーコー ドに記録されている鍵番号を店舗のレジに読み取らせる

ことで，店舗の有料サービスを含む商品を利用できる。レジに記録されたデー

タは，客が精算するまでにシステムのデータベースに送られる。

(5) 未精算の利用額は，退館時に複数台のいずれかの精算機で精算する。

(6) 同じ客が同じ日に，同じ施設を複数回，利用することができる。この場合，

入館券を再度，購入する必要がある。

2.会員カード

(1) 客は，会員カード申込書（以下，申込書という）に必要な情報（氏名，生年

月日など）を記入する。未就学児の入館は無料なので申込対象外である。

(2) 客は，会員 IDが刻印された会員カード（申込書に添付）を受け取リ，その日

から利用することができる。会員には，鍵を用いた利用の額に応じてポイント

を付与する。ポイントは，次回以降の施設利用に使うことができる。

(3) システムは，翌朝の開館までに申込書に基づいて会員情報を登録し，また，

毎日の営業時間外に，会員の生年月日に基づいて年齢及び年齢区分を設定する。

(4) 登録の翌日以降，客は，会員カードを提示して，年齢に応じた入館券を購入

する。その際，年齢を示す証明書の提示を求められることはない。

〔物理 DB設計及び実装〕

1．物理DB設計及び実装の前提

(1) テーブル構造は，既に決まっている。

(2) テーブルごとの行数は，過去の実績及び伸び率の予想に基づいて見積もる。

(3) 利用実績データは，分析のために 1年分を保存する。

(4) システムで用いられるユーザ，ロールは，定義済みである。

(5) プログラム開発者は， DMLを設計し，プログラムの開発・単体テストを行う。

(6) 索引は，プログラム開発者が設計した DMLに基づいて Fさんが設計を行う。

2. 主なテーブル構造及び主な列の意味と制約
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主なテープル構造を 図 1に， 主な列の意味 ・制約を表 1に示す。また，“会員”

テーブルの年齢区分と年齢の組合せを限定する検査制約を，図 2に示す。

施設（堕些」p，施設名，住所，代表電話番号，…）

店舗（施設 ID,店舗 ID,店舗名，内線番号，…）

商品（堕邑』2，商品名，価格，ポイント数，商品説明，…）

会員（全旦且｝， 氏名，性別，年齢区分，年齢，生年月日，住所，ポイント繰越数，・・・）

券（利用年月日，堕塁旦）， 竺堡旦，入館時刻年齢区分，入館料，．含息JP.)

鍵（施設 ID,鍵番号，券番号，使用中フラグ）

店舗利用（利用時刻，施設 ID,店舗 ID,鍵番号，商品 ID,利用額，ポイント数，

未精算フラグ）

精算（利用年月日，施設 ID, 券番号，精算時刻，利用額合計，会員ID，ポイント消費数）........... 

精算明細（利用年月日，旦旦堕翌l，堕塁』2・登堡旦，旦堕』2，芭旦』2，利用額，ポイント数）

注記 年齢列のデータ型は SMALLINT型，商品説明列及び住所列は VARCHAR型である。

図 1 主なテープル構造（一部省略）

・
F,
 

表 1 主な列の意味・制約

列名 意味・制約

店舗 ID 施設内の各店舗（エステ，理容，食事処，売店など）を識別する文字列

内線番号 各店舗に設慨されている内線電話を施設内で識別する番号

商品 ID 全店舗で提供される商品を識別する文字列

会員 ID 会員を識別する文字列（会員カードの裏面にバーコードで刻印されている）

年齢区分
子供 (12歳未満） ：‘1'' 大人 (12歳以上 60歳未満） ：‘2''シニア (60歳以

上） ：‘3' 

券番号 入館券を発行する都度，日ごと施設ごとに付与される 1から始まる連番

鍵番号 施設内のロッカーを識別する番号。客の精算後，鍵は再利用される。

使用中フラグ 鍵が使用中の場合： ‘Y’，鍵が使用中でない場合： ‘N'

未清算フラグ 利用額が未精算の場合： ‘Y’ ，精算済みの場合： ‘N'

CHECK((年齢区分＝ ’1'AND［こここコ ）OR（［こここ］ AND［こここコ）

OR (年齢区分 ＝’3'AND［：こここ］））

図 2 年齢区分と年齢の組合せを限定する検査制約（未完成）

3.物理 DB設計及び実装の作業工程表

Fさんが作成中の物理 DB設計及び実装の作業工程表を，表 2に示す。
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表 2 物理DB設計及び実装の作業工程表（未完成）

作業 作業
作業名 作業内容

順 ID 

1 Wl テープル設計
テープル名，列名，列データ型，主キー制約及び NOT

NULL制約を決めて， CREATETABLE文を設計する。

2 W2 追加制約設計
UNIQUE制約，検査制約及び参照制約を決めて，これらの制

約を追加する ALTERTABLE文を設計する。

3 W3 アクセス権限設計
ユーザごと又はロールごとにテープルのアクセス権限を決め

て， GRANT文を設計する。

4 W4 追加索引設計
DMLのアクセスパスを想定し，性能向上のために追加索引

を設計する。

5 W5 表領域設計
テープル及び索引のストレージ所要凪を見租もリ，表領域を

ストレージに割リ当てる設計を行う。

6 W6 DML性能予測 DMLの結果行数及び読込みページ数を机上で予測する。

7 W7 DDLなど実行
表領域をストレージに割リ当て， CREATETABLE文，

ALTER TABLE文及びGRANT文を実行する。

8 W8 
統計情報取得及び テープル及び索引に関する統計惰報を取得し， DMLのアク

アクセスパス確認 セスパスが想定どおリかどうか確認する。

， W9 
性能測定用データ 性能測定用データを生成するための設計書を作成し，必要な

設計・データ生成 プログラムの開発後に性能測定用データを生成する。1)

10 WlO ロード実行 テープルに性能測定用データをロードする。

11 Wll DML性能測定 DMLの性能を測定し， 目標を達成するかどうか確認する。

注 1) 、‘店舗利用”テープルについては， 1日分の性能測定用データを生成する。

(1) 作業 W4（追加索引設計）で，利用額の精算時に実行される DMLの例を表 3

に， FさんがDML2及び DML3のために追加した索引を表 4に示す。

表 3 利用額の精算時に実行される DMLの例

DML DMLの構文

DMLl SELECT券番号 FROM鍵 WHERE施設 ID=：施設 IDAND鍵番号＝ ：鍵番号

DML2 INSERT INTO精算明細(l I) SELECT：利用年月日，利用時刻，施設 ID,

：券番号，店舗 ID,商品 ID,利用額，ポイント数 FROM店舗利用

WHERE施設 ID=：施設 IDAND鍵番号＝ ：鍵番号 AND未精算フラグ＝ ’Y'

DML3 SELECT I I FROM精算明細 WHERE利用年月日＝ ：利用年月日 AND

施設 ID=：施設 IDAND券番号＝ ：券番号

注記 1 網掛け部分は表示していない。

注記 2 ホスト変数の利用年月日には，当日の現在日付が設定される。
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表 4 DML2及び叫L3のために追加した索引

白言DML

テーブル名

店舗利用

精算明細

索引のキーの構成

施設 ID，鍵番号，未精算フラグ

利用年月日，施設 ID,券番号

(2) 作業 W5（表領域設計）で，可変長列があるテープルのストレージ所要量を見

積もる計算の手順を，表 5に示す。また，作業 W6(DML性能予測）で， DML

性能の指標として DMLのテープルからの読込みページ数を，表 5の見積結果を

用いて予測する計算の手順を，表 6に示す。

表 5 可変長列があるテープルのスト レージ所要呈を見積もる計算の手順（未完成）

手順

ー

2
 

3
 

4
 

手順の内容

テープルの見積行数，平均行長（バイト）及び最大行長（バイト）を得る。

RDBMSで指定できるページ長 （バイト）の中から， ［こここコの行を 1行以上格納で

きるページ長を決め，ページ長からヘッダ部を除いた有効ページ長（パイト）を得る。

テーブルに行をロードした後，ページ当たリ 1行以上挿入したい場合，次の不等式を満

たす適切な空き領域率（％）を決める。

平均行長三［ここ：コ x空き領域率＋ 100

次の計算式によって，テープルのストレージ所要量（バイト）を求める。

ページ当たリの平均行数 ＝［こここコ ＋［二ここ］ の小数点以下を切捨て

必要ページ数＝［こここコ＋［~の小数点以下を切上げ
テープルのストレージ所要星＝［I ]x［こ三こコ

表 6 テーブルからの読込みページ数を予測する計算の手順（未完成）

手順 手順の内容

1 
DMLのアクセスパスを想定し，そのアクセスパスを用いてページから読み込む探索行数

を予測する。誌墨丘塾＝探索行数とは限らない。

・アクセスパスが表探索の場合：読込みページ数＝l ク I 
・アクセスパスが索引探索の場合，かつ，

2 
索引が低クラスタな索引の場合：最大読込みページ数＝l ケ I ・・・A 
索引が高クラスタな索引の場合：

最小読込みページ数＝l ケ I -;-I コ lの小数点以下を切上げ …B 

・アクセスパスが索引探索の場合，読込みページ数は AとBの間の値になる。
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〔G部長の指摘〕

表 2の作業工程表について， Fさんは，表に示した作業順で逐次，各作業を行うつ

もリであったが，G部長から次のような指摘があった。

指摘 1 作業を並行して進めることで，作業工程期間を短縮できる。

指摘2 作業 W8（統計情報取得及びアクセスパス確認）の作業順が 8番目では，

表 3の DMLのアクセスパスが適切に決められない。作業 W8を，作業

「 の後に行うべきである。

設問 1 表 2の作業工程表について，（1)~(5)に答えよ。

(1) 作業 W2（追加制約設計）で“店舗”,“精算”の各テープルに UNIQUE制

約を設計する場合について， UNIQUE制約を定義する列の構成（列名又は列

名の組合せ）を，それぞれ一つ答えよ。

なお， UNIQUE制約がない場合，“なし’'と答えよ。

(2) 作業 W2（追加制約設計）について，図 2中の［口□□□］～［口］口□lに

入れる適切な述語を一つずつ答えよ。

(3) 作業 W4（追加索引設計）に関する表 4の索引について，①，②に答えよ。

① 索引 1は，ユニーク索引又は非ユニーク索引のどちらに該当するか答えよ。

② 索引 2は，高クラスタな索引である。その理由を 35字以内で述べよ。

(4) 作業 W5（表領域設計）について，表 5中の「三7三三l~[口]□□lに入

れる適切な字句を，表 5中の下線部分の用語を用いて答えよ。

(5) 作業 W6(DML性能予測）について，表 6中のI ク 1~| コ | 
に入れる適切な字句を，表 5,6中の下線部分の用語を用いて答えよ。

設問2 印部長の指摘〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) 指摘 lについて， Fさんは，他の三つ以上の作業と並行して進められる作業

として W3とW9の二つを選んだ。作業順を変えた後の， 直前の作業及び直後

の作業の作業 IDを， それぞれ答えよ。

(2) 指摘 2について，アクセスパスが索引探索でなく表探索に決められる DML

を，表 3から全て答え，表探索に決められる理由を， W8の作業順の観点から

40字以内で述べよ。

(3) I ぁ |に入れる適切な作業 1Dを， 一つ答えよ。
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙

が回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:10~ 13:50 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおリ解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。ただし，問題冊子を切り離し

て利用することはできません。

9. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限リます。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又は HB),鉛筆削リ，消しゴム，定規， ＇ 
時計（時計型ウェアラブル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），

ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

10.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11. 答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，

採点されません。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったリ，気分が悪くなったリした場合は，手を

挙げて監督員に合図してください。

13. 午後IIの試験開始は 14:30ですので， 14:10までに着席してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，TM 及びRを明記していません。

c2018 独立行政法人情報処理推進機構
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